
　

令
和
６
年
度
大
阪
府

　
　
　

在
宅
医
療
移
行
支
援
事
業

（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）

在
宅
医
療
担
当
副
会
長　

米　

田　
　
　

円　

【
は
じ
め
に
】

　

大
阪
府
は
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
（
医
療
分
野
）
を
活
用
し

た
在
宅
医
療
の
理
解
促
進
の
た
め
の
普
及
啓
発
支
援
事
業
お
よ
び
体
制
強

化
事
業
と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
補
助
事
業
「
大
阪
府
在
宅
医
療
移
行

支
援
事
業
（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）
」
を
実
施
し
て
お
り
、
本
会
は

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

　

在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
等
を
対
象
に
、
在
宅
医
療
の
理
解
促

進
研
修
を
行
な
う
事
業

【
事
業
実
施
内
容
】

　

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
第
40
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
（
令
和
６
年

９
月
７
日
）
に
て
、
そ
の
内
容
に
つ
き
協
議
し
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に

日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の
在
宅
医

療
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
継
続
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
前
年
度
は
「
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
域
連
携
型
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
つ
い
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
基

本
を
学
ぶ
こ
と
を
主
眼
と
し
た
講
演
会
で
し
た
が
、
本
年
度
は
各
施
設
で

の
実
際
の
取
り
組
み
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
聴
講
の
み
の
研
修
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今

回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

参
加
者
間
で
意
見
・
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
区
に
お
い
て
災

害
発
生
時
に
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
在
宅
医
療
や
ケ
ア
の
継
続
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
そ
の
理
由
で
し

た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
す
る
作
業
上
、
Ｗ
ｅ
ｂ

併
用
で
は
な
く
リ
ア
ル
開
催
と
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に

精
通
し
て
い
る
先
生
も
し
く
は
災
害
医
療
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
先
生

が
適
任
で
あ
る
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
に
携

わ
り
、
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
大
阪
隊
長
で
も
あ
る
小
林
正
宣
先
生
（
生
野
区　

る
ー
む
302	

シ
リ
ー
ズ
２
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葛
西
医
院 

院
長
）
、
さ
ら
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
研
修
・
地
域
公
開
講
座

等
の
講
演
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
平
山
司
樹
氏
（
同
院 

 

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
っ
さ
い　

在
宅
看
護
専
門
看
護
師
）
の
お
二
人
を
招
聘
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
続
く
第
41
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
（
同
11
月

９
日
）
に
て
、
開
催
期
日
、
形
式
、
テ
ー
マ
、
講
師
等
を
確
認
し
、
事
例

を
提
示
し
て
発
災
時
に
お
け
る
課
題
抽
出
作
業
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
平
綾
子
理
事
を
中
心
に
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、

第
14
回
在
宅
医
療
勉
強
会
と
し
て
、
令
和
７
年
１
月
11
日
（
土
）
15
時
か

ら
本
会
５
階
中
島
谷
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
、
冒
頭
に
本
出
肇
会
長
（
図
１
）
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
西
平

理
事
（
図
２
）
の
司
会
進
行
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
平
山
看
護
師

（
図
３
）
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
の
震
災
状
況
を
想
定
し
た
動

画
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
作
成
）
を
交
え
た
ご
講
演
を
視
聴
し
た
後
、
５
〜
６
人
編
成

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
図
４
、
図
５
）
。
そ
こ
で

は
北
区
で
起
こ
り
え
る
事
例
の
提
示
が
あ
り
、
配
布
さ
れ
た
「
北
区
防
災

マ
ッ
プ
」
、「
大
阪
市　

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
資
料
と
し
て
、
１
．
「
地

域
の
特
徴
と
被
害
想
定
を
考
え
る
」
、
２
．
「
災
害
時
、
個
々
の
専
門
職
が

現
実
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
が
と
れ
る
か
を
考
え
る
」
、
３
．
「
北
区
に
お

け
る
連
携
の
課
題
と
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
考
え
る
」
と
い
う
３
段
階
で
ワ
ー
キ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

図１：本出　肇　会長

図２：西平　綾子　理事

図３：平山　司樹　看護師
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後
に
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
感
想
や
今
後
の
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
向
け
た

抱
負
等
の
発
表
後
、
平
山
看
護
師
か
ら
総
括
的
な
話
と
し
て
、
患
者
の
安

否
確
認
、
避
難
所
出
務
等
の
依
頼
要
請
が
あ
っ
て
も
、
先
ず
は
自
施
設
の

状
態
確
認
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
事
前
に
家
族
に
伝

え
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
後
半
で
は
小

林
先
生
（
図
６
）
か
ら
、
「
災
害
時
に
お
け
る
受
援
力
の
重
要
性
と
地
域

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
り
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
～
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
活
動
と
し

て
の
能
登
半
島
地
震
支
援
の
経
験
か
ら
～
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、「
自
己
紹
介
と
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
の
活
動
に
つ
い
て
」
、「
災

害
支
援
構
想
の
き
っ
か
け
」
、
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
に
お
け
る
能
登
半
島
地
震

へ
の
支
援
」
、
「
震
災
支
援
か
ら
学
ん
だ
横
断
的
支
援
と
受
援
力
」
、
「
医
師

会
で
の
多
職
種
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
試
み
」
の
目
次
順
に
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
地
震
発
生
時
に
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
隊
災
害
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
、

現
場
で
の
活
動
で
は
時
期
、
状
況
に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
が
な
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
経
験
か
ら
現
地
で
み
た
課
題
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

参
加
者
か
ら
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
能
登
半
島
の
災
害
医

療
に
従
事
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
星
山
文
明
理
事
か
ら
地
域
に
多
数
あ
る
ホ

テ
ル
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
利
用
に
つ
き
、
行
政
へ
提
案
し
て
は
ど
う
か
と
の
意

図４：会場風景

図５：会場風景

図６：小林　正宣　先生
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見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
発
災
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
小
林
先
生
か

ら
は
、
通
信
手
段
を
複
数
用
意
し
て
お
く
こ
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
と
し
て

Ｍ
Ｃ
Ｓ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
辛
う
じ
て
有
効
で
は
な

い
か
と
の
意
見
で
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答
率
：
66
・
７
％
）

に
よ
る
と
、
本
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
講
演
に
つ
い
て
、
回
答
者
全
員
が
「
大

変
良
か
っ
た
」
ま
た
は
「
良
か
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
今
回
の
勉
強
会
で

得
た
知
見
は
勉
強
と
な
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
際
に
参
考
に
し
た
い
と
す
る

回
答
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
施
設
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
つ
い
て
は
、
未
着
手
と
す
る
回
答
が
多
い
一
方
で
、
既
に
策
定
済
み
の

事
業
所
で
は
年
一
回
の
見
直
し
、
緊
急
時
安
否
確
認
訓
練
、
非
常
時
の
備

品
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
定
期
的
な
確
認
作
業
を
し
て
い
る
と
の
回
答
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
次
回
の
勉
強
会
開
催
す
る
場
合
の
希
望
内
容
を
問
う
質
問
で
は
、

災
害
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
勉
強
会
を
希
望
す
る
と
い
う
意
見
が
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
簡
易
ト
イ
レ
や
飲
料
水
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
、
33
名
（
医
師
10
名
、
看
護
師
10
名
、
Ｃ

Ｍ
２
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
４
名
、
そ
の
他
７
名
、
）
で
し
た
。

　

前
回
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
講
演
で
あ
る
程
度
は
知
識
を
つ
け
て
は
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
研
修
で
は
一
歩
掘
り
下
げ
、
今
後
の
診
療
所
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
向
け
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
具
体
的
で
大
変

参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
作
業
で
は
、
特
に
進
行
役

を
設
定
し
な
く
て
も
各
参
加
者
か
ら
積
極
的
、
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
、

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
施
設
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
は
既
に

義
務
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
に
は
既
に
事
業
所
で
策
定
済
み
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
参
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
、
更
に
知
識
を
深
め
て
改
良
し
た
い
と
い
う
理
由
で
臨
も
う
と

す
る
意
志
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
、
在
宅
医
療
を
提
供
す
る
診
療
所
に
お
い
て
は
他
施
設
と

同
様
、
自
施
設
や
ス
タ
ッ
フ
の
被
害
状
況
の
確
認
や
危
機
対
応
体
制
の
検

討
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
、
院
内
診
療
エ
リ
ア
、
移
動
手
段
の

状
況
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
が
な
さ
れ
る
訳
で
す
が
、
業
務
継
続
が
可
能

な
場
合
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
電
気
供
給
等
の
イ
ン
フ
ラ
が
遮
断

さ
れ
て
い
れ
ば
、
病
態
や
医
療
・
介
護
提
供
状
況
か
ら
呼
吸
器
系
医
療
機

器
装
着
中
や
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
か
ら
の
持
続
点
滴
中
等
、
緊
急
対
応
が
必
要
と

さ
れ
る
在
宅
患
者
・
利
用
者
へ
の
連
絡
手
段
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
の
安
否
確
認
の
内
容
・
情
報
を
取
得
す
る
際
に
、
対
象
と

さ
れ
る
患
者
・
利
用
者
が
自
ら
ま
た
は
同
居
者
・
近
隣
住
民
の
協
力
を
得

て
、
本
人
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
重
要
課
題
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
多
数
の
長
屋
を
含
む
集
合
住
宅
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
混
在
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
高
齢
者
夫
婦
が
多
い

と
い
う
北
区
独
特
の
地
域
性
を
考
え
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
う

解
決
し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
研
修
会
は
北
区
と
い
う
地
域
が
被
災
し
た
時
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
発
動
さ
せ
る
に
あ
た
り
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の
機
会
と
し
て
意
味
の
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あ
る
会
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
機
関
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
や
見
直
し
の
た
め
の
計
画
を
立
て
る
自
己
啓
発
に
な
り
、
さ
ら
に
は

連
携
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
た
め
に
、
行
政
を
含
む
多
職
種
で

繰
り
返
し
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
識
付
け
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸

い
で
す
。

【
最
後
に
】

　

最
後
に
今
回
の
研
修
会
開
催
に
当
た
り
、
講
師
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
当

日
の
進
行
の
為
に
大
変
ご
尽
力
頂
い
た
西
平
綾
子
理
事
、
そ
し
て
防
災

グ
ッ
ズ
展
示
を
含
む
準
備
や
手
配
を
頂
い
た
本
会
事
務
局
の
皆
様
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

写真 ： 北天満 ・ 中崎班

― 33 ―




